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3 まちづくりのビジョン 
3-1 地区のめざす姿 

 

 

豊かな自然や田園空間を背景に、慶應義塾大学ＳＦＣの持つ情報・環境・医療分野等の技術集積や

学術研究機能を核にして、京浜臨海部ライフイノベーション国際戦略総合特区の指定などの動きもふ

まえ、地区が持つ強みを活かし、大学の学生や教職員、研究者、産業界、市民、行政などまちづくり

を担うさまざまな主体が連携して展開される環境共生や健康・医療、農業等に関する活動や取組によ

って、活力が創造されるまちをめざします。 

また、こうした活動や取組や人々の交流によって、新しいライフスタイルを提案するまちを形成す

るとともに、時代の変化に呼応し持続的に発展するまちをめざします。 

 

 

■豊かな自然環境や環境との共生を実感できるまち（環境共生） 

遠藤笹窪谷(谷戸)をはじめ里山や田園の美しい風景や豊かな自然を感じ、また、農業体験や観光農

園、フットパスの散策などによって誰もが豊かな自然環境にふれあうことができるまちをめざします。 

さらに、インフラや建築物には最新の環境技術が取り込まれ、まちなみの形成や眺望も豊かな自然

環境を活かすことで、環境との共生を実感できるまちをめざします。 
 

◎新しいライフスタイルにつながるキーワード 

豊かな自然環境 感じる ふれあう 活用する 田園空間 ふるさと 癒し 体験する  

原風景 農業 観光農園 富士山 景観 都市の自然化 最新の環境技術  

 

みらいを創造するキャンパスタウン 

 新しいライフスタイルを生みだし、持続的に発展しつづけるまち 

 

環境共生の 
まちづくり 

健康・医療の 
まちづくり 

農を活かした 
まちづくり 

豊かな自然や田園空間を背景に、 
 大学の技術集積や学術研究機能を核とし、 
地域の強みを活かしたまちづくりを展開 

活力創造・文化・交流のまちづくり 
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■元気に充実したときをすごすことのできるまち（健康・医療） 

地域の資源を活かした「健康増進」の取組や病気を未然に防ぐ「未病」の概念を取り入れた医療な

どが展開され、加齢しても健康を維持し、元気に暮らせるまちをめざします。 

また、学び、就労、ボランティア活動、ＮＰＯ活動など様々な活動の場が用意されており、社会や

人とのつながりを実感でき、さらに豊かな自然とのふれあい、趣味・特技・遊びなど、誰もが充実し

た時をすごせ、自分らしく、健康に生きられる魅力あるまちをめざします。 
 

◎新しいライフスタイルにつながるキーワード 

未病 医療 健康 安全・安心 健康寿命 長生き 交通利便性 歩く 車を使わない 

交流する つながる 学ぶ 教える 趣味を極める 運動する 活動する 表現する 

自己実現 好奇心 探求心 体験 いきがい 遊ぶ 憩う 癒し  

 

 

■身近に農を体感できるまち（農を活かす） 

健康と文化の森地区の周辺地域で盛んな農業を背景として、この地域で採れる新鮮で安全な農産物

等を購入でき、おいしく味わい、また、農業体験農園などで収穫等の農作業に参加できることで、生

活の中に農が取り入れられ、身近に農を感じられるまちをめざします。また、周辺地域の農業の発展

にも寄与するまちをめざします。 
 

◎新しいライフスタイルにつながるキーワード 

農業 田園空間 風景 農畜産物 おいしい 食べる 味わう 観光農園 収穫 体験農園 

クラインガルテン 学習 援農 都市生活 利便性 共存 両立  

 

 

■多様な人々の参加・交流により、活力が創造されるまち（活力創造・文化・交流） 

慶應義塾大学ＳＦＣやその周辺地域において、地域の強みを活かした「環境共生」「健康・医療」「農

を活かす」まちづくりの展開により、多世代交流、異文化、異業種交流等が活発で、新しい「もの」「技

術」「文化」等が創出される活力のあるまちをめざします。 

また、人々の多様化するニーズやライフスタイルに応える魅力的なコミュニティプログラム・ワー

クショップなどが開催されるとともに、芸術や趣味など自己表現の場が豊富に用意されており、地区

の伝統的な祭事なども含めて、この地区に多様な人々が集まり活発に交流するまちをめざします。 
 

◎新しいライフスタイルにつながるキーワード 

多世代交流 異業種交流 国際交流 大学と高齢者 こどもと高齢者 まちづくり ＮＰＯ 

外国人 伝統 まつり 文化 芸術 劇場 イベント フォーラム シンポジウム  

コミュニティプログラム ワークショップ ワーキングスペース 会議室 集まる場  

人が集まる仕掛け コンベンションスペース 緑に囲まれたサロン  
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健康と文化の森地区やその周辺においては、次のような居住者や来訪者をまちの主役として想定します。 

■想定される居住者や来訪者 

国内外で活躍する大学教員や研究者など、居住者と来訪者の中間に位置する人々もいることが想定

され、さまざまな人々が多様な目的で訪れ・住むことにより、新しい交流が生まれてくることが期待

されます。 

 

 

図 想定される居住者や来訪者 

 

 

 

 

 

 

以前からの居住者 

●サラリーマン世帯 

●農家世帯 

●単身世帯 

●慶應義塾大学の職員 

●慶應義塾大学の学生 

●医療機関の関係者 

●慶應義塾大学の職員（通勤者） 

●大学の顧客 ●企業の顧客 

●慶應義塾大学の教員 

新しい居住者 

定期的な来訪者 

不定期な来訪者 

●近隣からの移転する人 

●子育て世帯 

●高齢者世帯 

●医療機関に長期滞

在・療養する人 

●海外から訪れる研究者 

●海外や国内で活躍する

慶應義塾大学の教員 

●定年リタイアして郊

外でゆったり過ごそ

うとする人 

●菜園等の区画を持ち、栽培や

手入れに近郊から訪れる人 

●医療機関に通う患者 

●医療機関の患者の見舞客 

●フットパスや散策等の自然

とのふれあい、農園や果樹

園での観光、地域の特産物

を買いに来る人 

●地域に立地する企業等の役

員・従業員（通勤者） 

●医療機関の関係者（通勤者） 

●慶應義塾大学の学生（通学者） 
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■想定される主な居住者の生活像や来訪者の過ごし方（ライフスタイル） 

栽培システムや
新品種等の
技術情報の提供

繁忙期の収穫
や出荷の手伝い

菜園での野菜
づくりのコツ
を指導

データの収集、
活用、協力

地域での実験的
取組への理解や協力

週末に住民向け
イベントを開催

時間外や
放課後の
子供を面
倒みる

日頃からの声かけ
や気遣い、買出し
の手伝い、もしも
の時の連絡役

各種
施設の
優遇利用や
生涯学習の
場の提供

【定年リタイアを機に移り住んだ世帯】

【古くから住む高齢単身世帯】

【新たに移り住んだ共働き世帯】

【地域で営農を続ける農業者】

【企業・研究機関・慶應義塾大学】

実験等の
モニター
登録

実験等の
モニター登録

通院やリハビリ、相談

健康増進のアドバイス

先進治療、健康データの
モニタリング

【健康医療施設】
 

図 想定される居住者の生活像の例（結びつきや支え合いのイメージ） 

観光農園での
収穫体験、
特産品直売所
での野菜等の
購入

この土地なら
では食べ物を、
ここでしかでき
ない食べ方で

のんびりと
自然を楽しみ、
癒される

最先端の
検査や治療、
リハビリを
受ける

豊かな
自然の中で
未病の治癒
や健康の増進

 

図 観光・保養・余暇目的の来訪者の過ごし方の例 
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3-2 まちづくりの方向性 

地区のめざす姿を実現するため、慶應義塾大学ＳＦＣの技術集積や学術教育機能を背景に、「環境共

生」「健康・医療」「農を活かす」及び「活力創造・文化・交流」の４つのテーマ（視点）でまちづく

りを展開します。 

 

(1) 環境共生のまちづくり 

健康と文化の森地区は、水と緑や田園空間等の優れた自然環境を有するだけでなく、環境に関連す

る先端的な研究に積極的に取り組んでいる慶應義塾大学ＳＦＣが立地しているという優位性もあるこ

とから、自然との調和を図るとともに、これらの資源を有効に活用したまちづくりを進めることで、

環境共生のモデルとなるまちをめざします。 

 

■自然と調和した都市景観の形成 

■自然環境を取り入れたまちづくりの実現 

■環境共生の仕組みの導入 

 

図 環境共生まちづくりの方向性 
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■自然と調和した都市景観の形成 

 

【考えられる取組】 

○駅周辺における街並み誘導 

○みどりがあふれる住宅地の整備 

○公園的な活用も兼ね備えた開放感のある企業・研究所の景観づくり 

 

 

  

図 駅周辺における街並み誘導のイメージ  図 みどりあふれる住宅地の形成イメージ 

 

 

 

図 企業・研究所の景観づくりのイメージ 
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■自然環境を取り入れたまちの実現 

健康の森のみどりの環境をまちなかまでつなげるとともに、小出川などの水環境を積極的に活か

して、水やみどりにふれあい、風を感じることができるまちをめざします。 

 

【考えられる取組】 

〇健康の森から秋葉台公園までつながるみどり軸の形成 

〇小出川沿いの水の軸の形成 

〇四季を感じる風の道づくり 

〇既存緑地の保全･活用 

 

  

図 みどりの軸の形成イメージ         図 水の軸の形成イメージ 

 

 

図 既存緑地の保全・活用のイメージ 
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■環境共生の仕組みの導入 

環境共生の仕組みを取り入れ、二酸化炭素の排出が少なく、地球環境にやさしいまちの実現をめ

ざします。 

 

【考えられる取組】 

○自立型エネルギー供給システムの導入 

○環境にやさしい交通環境の実現 

○環境共生住宅の導入など、環境にやさしい街区形成 

○環境調和型／環境共生産業や関連企業の誘致や立地促進 

 

○自立型エネルギー供給システムの導入 

平常時には高効率で災害時には自立したエネルギー供給システムの導入が考えられます。 

<具体的な取組例> 

・地域へのコジェネレーションシステムの導入 

・慶應義塾大学未来創造塾と連携して街区でのＡＥＭＳ（エリア・エネルギー・マネジメント

システム）の導入 

・建築物が建ち上がってきた段階でのスマートグリッドの整備 

 

■先進事例：病院へのコジェネレーションの導入 

地域の中核医療を担うＤ病院では、救急救命センターの指定を受け、2008年度より、コジ

ェネレーションを導入し、建物を跨いだエネルギーの融通を行っております。 

コジェネレーションには、2,000ｋｗ級のガスエンジンを 2台導入し、発電効率 41.6％、

排熱回収効率 38.6％（総合効率 80.2％）を実現しております。その他の省エネ対策含め、

全体で一次エネルギー消費を約14％削減しております。 

 

図 病院コジェネレーションのイメージ 

出典：資源エネルギー庁資料  
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○環境にやさしい交通環境の実現（スマートモビリティの導入検討） 

いずみ野線Ｂ駅の設置を契機に、Ｂ駅からの移動手段について階層的なサービスレベルの設定

やネットワークの再編を実施し、歩行者や自転車、公共交通を優先する環境にやさしい交通先進

地区にすることが考えられます。 

<具体的な取組例> 

・街区内を安心・安全に移動できるバリアフリーな緑陰の歩行専用空間の整備（裏路地） 

・健康の森や秋葉台公園など周辺の拠点施設･地区を結ぶ歩行者･自転車ネットワークの形成 

・鉄道の延伸に伴いバス路線の再編を実施 

・Ｂ駅を中心に、慶應義塾大学ＳＦＣや健康医療施設、福祉施設と周辺のコミュニティを回遊

する超小型モビリティのシェアリングシステムを導入し、バスネットワークを補完 

・慶應義塾大学ＳＦＣと協働でシェアリングシステムの設計 

 

■先進事例：スマートモビリティの導入（チョイモビヨコハマ） 

観光･業務･生活等における低炭素な移動手段としての有用性やビジネスモデルの検討のた

め、横浜市と日産自動車㈱が実施主体となって、平成 25 年 10 月 11 日から平成 26 年 9 月 

30 日にかけて、横浜都心エリアでスマートモビリティ導入の社会実験を行っております。  

車両台数、貸渡返却箇所：約 100 台、約 70 箇所(約 140 台分)  

運営方法：貸渡返却手続はスマートフォン等/ＩＣ カードを活用 

利用料金：20 円/分（課金によるビジネスモデル実証実験）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 スマートモビリティの導入（チョイモビ ヨコハマ）のイメージ 

出典：横浜市資料  
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○環境共生住宅など、環境にやさしい街区形成（次世代型環境共生街区・住宅の検討） 

街区全体を周辺の微気候に配慮したパッシプなデザインとし、環境共生住宅には太陽光発電

（屋根貸し）やＨＥＭＳ（ホームエネルギーマネジメントシステム）などの技術を導入した次世

代型の環境共生街区を形成することが考えられます。 

<具体的な取組例> 

・地形や微気候をふまえたパッシブ型の街区の配置、デザイン 

・植え込み等による緩やかな区切り、南側への落葉樹の配置、庇・緑のカーテン、冬の断熱性

と夏の通気性を兼ね備えた次世代型環境共生住宅の研究及び導入 

・太陽光発電の屋根貸しを想定した建物形状の検討（建築協定の制度、条件付き販売、貸し家）、

買電（逆潮流）を考慮した電線容量の確保 

・ＨＥＭＳの導入によるエネルギー管理 

・次世代型環境共生街区・住宅の検討 

・太陽光発電屋根貸しのスキーム検討 

 

 

 

図 地形を活かした環境共生住宅地のイメージ 
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■先進事例：慶應型共進化住宅 

慶應義塾大学ＳＦＣ研究所は、環境－文化再生デザイン・ラボを中心に、理工学部との連

携による横断的な研究チームを立ち上げ、環境分野に注力する 20社近い協力企業とコンソ

ーシアムを結成して、慶應義塾大学ＳＦＣ研究所が長年培ってきた高度な情報技術を応用

し、質の高い暮らしを実現するための2030年型の住宅を提案。 

・環境負荷の低減、健康維持・増進、快適で安全な社会生活の実現という3つの課題を高

い次元で達成 

・ライフスタイルと都市環境をインタラクティブに繋ぐ“共進化”住宅 

・地球的な課題である環境問題の解決におけるアジア地域への貢献 

 

図 慶應共進化住宅のイメージ 

出典：慶應義塾大学ＳＦＣ資料 
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(2) 健康・医療のまちづくり 

高齢になっても健康で元気に暮らせる状態を保つことは、個人にはもちろんのこと、社会にとって

も医療費の抑制等のメリットがあることから、健康に過ごせるまちをめざすことはまちづくりにおけ

る重要な課題と考えられます。 

一方、健康と文化の森地区やその周辺には、健康増進の場として利活用可能な健康の森や豊かな自

然環境を有しており、また、当該地区は、京浜臨海部ライフイノベーション国際戦略特区やさがみロ

ボット産業特区の指定も受けていることから、今後、健康・医療のまちづくりを展開することが可能

な地区であると考えられます。 

このような地区の強みを活かし、健康増進の取組や病気を未然に防ぐ「未病」の概念を取り入れた

医療など、健康寿命を伸ばすためのさまざまな取組を展開し、誰もが健康で元気に暮らせる健康・医

療のまちをめざします。 

 

■健康医療研究機能の誘導・充実にあわせた健康まちづくり 

■健康増進まちづくりの推進 

 

 

 

図 健康・医療まちづくりの方向性 
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■健康医療研究機能の誘導・充実にあわせた健康まちづくり 

健康医療施設の誘導・充実が進められることで、地域における病気予防への意識や、日常的な健

康管理への関心を高めていくことが必要です。また、特区指定による実証実験の進展を、健康医療

施設等で実践的に活用していくことによって、優れた医療が展開されることも期待されます。 

これらのことにより、多くの人々が訪れ、健康になれるまちをめざします。 

 

【考えられる取組】 

○健康医療研究機能の誘導・充実 

○保健・医療・福祉の連携 

○地域医療サービスの充実 

○災害時医療体制の強化 

 

 

○健康医療研究機能の誘導・充実 

京浜臨海部ライフイノベーション国際戦略特区やさがみロボット産業特区の指定等をふまえ、

最先端の医療設備や機器等の実証実験を進め、その成果を健康医療施設等で実践投入することで、

先進的なリハビリテーション医療を展開することが考えられます。 

 

○保健・医療・福祉の連携 

さがみロボット産業特区では、介護・医療ロボット、高齢者等への生活支援ロボットの実証実

験などの実施が想定されております。 

こうした条件を活かしつつ、慶應義塾大学ＳＦＣとの連携を視野に入れて、保健・医療・福祉

の総合的・一体的な提供を進めていくことが考えられます。 

こうした取組を進めていくことで、地域包括支援センター、介護サービス事業者、地域団体、

保健・医療・福祉関係ＮＰＯ等の連携も進め、高度な地域包括ケアシステムの構築が期待されま

す。 

 

○地域医療サービスの充実 

健康医療機能を誘導することで、医療サービスの充実をはかることができます。このことによ

り、高齢者をはじめとする地域住民に対して、安心して暮らせる環境の提供が可能になると考え

られます。 

 

○災害時医療体制の強化 

藤沢市北部における拠点的な病院として機能することで、災害時における医療救護体制の強化

を図ることができ、安心して暮らせる地域環境の構築に寄与できると考えられます。 
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■健康増進まちづくりの推進 

「健康の森基本計画」において、提案されている健康増進プログラム（＊）を積極的に推進しま

す。 

また、豊かな自然環境や農業環境等、周辺に広がる環境を活かして、地域の住民等が日常の生活

の中で、無理なく健康的な生活を送れる環境の形成をめざします。 

 

＊健康増進プログラム 

自らの健康を管理し、病気にならない身体をつくることによって、健康的な生活を送るこ

とができるように、健康管理、運動機能の向上、食生活など総合的な視点から健康力を計画

的に高めていくためのプログラムです。その結果は、増大する医療費の適正化につながるも

のとして、現在では企業や健康保険組合が積極的に奨励しております。 

 

【考えられる取組】 

○健康増進プログラムの推進 

○健康の森と秋葉台公園を核としたフットパス網の形成 

○周辺の農業環境を活かして地産地消など健康的な食文化を育成 

○健康増進を推進するための仕組みと体勢の構築 

 

 

○健康増進プログラムの推進 

慶應義塾大学ＳＦＣが立地している優位性を活かして、健康の森等を健康増進の場として活用

することを取り込んだ健康増進プログラムを開発し、地域住民等を対象に実践することが考えら

れます。 

 

○健康の森と秋葉台公園を核としたフットパス網の形成 

健康の森における森林セラピーの推進や、健康の森から秋葉台公園、小出川、さらに茅ヶ崎里

山公園など周辺地域との連携も含めたフットパス網を形成し、健康的で快適に歩ける地域環境を

構築することが考えられます。 

 




